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＊　プレイングアドバイス　＊

●　表記の注意点

・位置表記
小節：拍　で表わします。小節数はこの楽譜の左端に記載されている数字に基づきます。

拍は８分音符換算です。（1-3 は１拍目から３拍目まで。空欄は小節全体。）

・弦

①～⑥（１弦～６弦）で表記します。

・フレット
Fで表記します。（２Ｆならば２フレット。）

その他
Ｃｊはセーハ。ＭＣｊはミディアセーハ。ＰＣはポジションチェンジ。

●　解説

1
ストレッチの少ないフォームにしています。ハーモニクスを綺麗に。
5 ベースラインは４分音符にしていますが、まずこの形に慣れましょう。メロディはアルペジオ的に弾いて間を埋めますが、③開放は軽く流してください。
6：1
⑥1Fは親指押弦がベター。ラグタイムギターにはよくあるテクニックなので、これも慣れるよう練習してみてください。
6：3
⑥開放の間にＰＣ。

7：1-3
ベースがラグタイム的に８分になりますが、メロディに開放を多く入れているので、まだそれほど複雑ではないと思います。ベースが乱れないように。

7：4
この前の②開放でＰＣして、ここは②＆③3Fをそれぞれ小指＆薬指で。その方が次のＣフォームが楽です。
11：
ＰＣに開放弦を上手く使います。ここでは①開放の後に。
12：2-4
ベースの上昇ラインを意識して。次の小節の頭までつながっています。
17：
ここから更にラグタイム的スタイルに近づきます。メロディーのシンコペーションと規則正しいベースの刻みをよく「味わって」、体に覚えさせましょう。
18：3-4
⑥4F中指、③5F小指、②3F人指のフォーム。慣れないと一度では押さえづらいですので、発音する順番（⑥→③→②）を上手く利用してみましょう。
21：3
ここから本格的なラグタイムのスタイルになります。慣れるまでは決して早く弾かないように。ゆっくり弾くことで、シンコペーションと美しいメロディを十分に味わうことができます。
22：
3FＣｊがうまくいかない人は⑤人指、①中指で押弦し、４拍目の⑥を薬指というフォームで弾いてみてください。こういった「ねじった」フォームもクラシックラグのアレンジではよく使われます。（使わざるをえない？）
24：1
⑥1Fは親指押弦がベター。
27：2
①5Fを人指で押弦しＰＣ。②8Fは小指で。
27：3-4
⑤のベースラインは7Fが薬指、6Fは中指。①メロディは5Fが人指、6Fを薬指で。
28：1-2
①7Fは薬指、③7Fを中指。
28：4
２ＦＣｊがベター。
29：1
①3Fは小指にした方が後が楽です。ランニングベースを意識して。
34：
ここは１小節ずっとＣｊ。綺麗に音が出るように練習しましょう。
34：3
⑥2Fは薬指。③に中指を使っているので、「ねじった」フォームになります。
36：3
⑥3Fは中指で押弦し、次の②＆④の3Fをそれぞれ小指＆薬指に。そうすれば、この和音メロディを押さえたまま、中指を次の⑤2Fのベース音にあてることができます。

